
４ 理 科 

Ⅰ 本県が目指す理科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の事物・現象について，理科の見方・考え方を働かせ，科学的に探究するための
資質・能力を育成する理科の学習 

 子供の視点から 

 
教材の視点から 

 
 

学習の過程の視点から 

小６「燃焼の仕組み」の例 理科における教材研究のポイントとその具体 

 

  

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
目
標
及
び
内
容
を
確
認
す
る 

子供の実態把握 

 

例：

 

素材の研究 

 
素材の教材化 

 

例
 

( ) ( )  
 

 
例

 

問題解決の力の育成 
▶ 問題を見いだす 

 
▶ 根拠のある予想や仮説を発想する 

 
▶ 解決の方法を発想する 

 
▶ より妥当な考えをつくりだす 

例  
▶ 根拠のある予想や仮説を発想する場面 

▶ 解決の方法を発想する場面 

 
▶ より妥当な考えをつくりだす場面 
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クラウド等を用いて，結果や考察を
共有します。物が燃えると，酸素の
一部が使われ二酸化炭素ができてい
ることを，図や絵，文等を用いて表
したり，説明し合ったりし，子供が
多面的に考えられるようにします。

より妥当な考えをつくりだす

Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善例 

【学 年】

【単元名】 【小単元】

【単元の評価規準】                    

 
 

 
【主な学習活動と評価計画】        

〇学習活動

（ 端末とｸﾗｳﾄﾞの活用例） 

〇集気びんに入れた，ろうそくの火が消えるのを観

察する。空気の変化に着目し，問題を見いだす。

 

 

〇既習事項や生活経験を基に予想し，解決の

見通しをもつ。 

 

 

〇予想を確かめるための実験方法を考える。 

○考えた方法で実験を行い，結果を記録する。 

○複数の結果や考えから，多面的に考える。 

実験結果や記録動画，考察を共有する。

 
 
〇結果に対する疑問を基に，追加実験を 

行い，より妥当な考えをつくりだす。 

〇単元の学習と日常生活のつながりを考える。

 

既習事項を踏まえ，煙や水滴の発生
ではなく，空気自体への着目を促し
ます。燃える前後の空気の成分の変
化に問題を焦点化していきます。

問題を見いだす 

取組の具体例 
授業改善の視点

予想を基に追究の見通しをもち，
具体的な実験方法を立案します。
複数の実験を行うことにより，よ
り妥当な考えをつくりだすことに
つながるようにします。

解決の方法を発想する 

学習問題：物が燃えると，空気の成分はどのように変化
するのだろうか。 

学習課題：物が燃える前後の空気中に含まれる酸素や二酸
化炭素の割合の変化を調べよう。 

気体についての既習事項や生活
経験と，燃える前後における各
気体の割合の変化を関係付けた
予想になるようにします。

根拠のある予想を発想する 

○:酸素 ▲:二酸化炭素

燃える前  燃えるとき
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